
〇広く・深く・長い時間にわたり、浸水するおそれ

例：江東５区における浸水想定

※江東５区（江戸川区、江東区、墨田区、足立区、葛飾区）

荒川・江戸川浸水想定区域図（想定最大規模）

最大浸水深 浸水継続時間

広域避難に関する取組

〇多くの住民が居住している
※江東５区の浸水想定区域内には約２５０万人が在住

資料３・内閣府



〇自治体を跨いだ避難が必要 〇通常より早く避難する必要

〇令和３年５月 「水害からの広域避難に関する基本的な考え方」（内閣府）

〇令和４年３月 「広域避難計画策定支援ガイドライン」（首都圏における大規模水害広域避難検討会）

現在、「首都圏における広域的な避難対策の具体化に向けた検討会」を設置。
広域避難の実装に向けて、行政機関等が連携して取り組むべき事項等について検討中

広域避難に関する取組
こうした浸水に対して広域避難が必要

広域避難を円滑に実施するために



広域避難の実効性確保に向けた行動の具体化
• 具体的な広域避難先の確保や避難手段の利用の可能性等の検討が必要。
• 効果的な情報発信のために、いつ、だれが、どんな情報を発信していく
のかを、関係者間で共有することが重要。

• 住民の方々には、広域避難の必要性についてご理解いただけるような周
知が必要。

「首都圏における広域的な避難対策の具体化に向けた検討会」等の場で、
メディアや交通事業者等を含めた関係機関と意見交換を行いながら、
行動の具体化を進めています。

広域避難の必要性
〇発災時に、広範囲において長期間にわたる浸水が生じ、
人的被害が甚大となるおそれ。
〇避難対象者が多数にのぼるため、円滑かつ安全な避難のためには、
早い段階からの行動が必要。

→たとえ空振りの可能性があるとしても、広域避難を行う必要性がある。

今後の課題
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